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問 街路灯のＬＥＤ化は、小さな町内
会には初めの負担が重いと感じる。

補助金の引き上げなど町内会の実態に沿っ
た支援について考えを伺う。
答弁 町内会の協力により街路灯のＬＥ
Ｄ化は、令和３年度末には82％に達成する
予定です。ＬＥＤ化による２年分の電気料
金の削減額をもってＬＥＤへの切り替え
工事ができることから多くの町内会が負
担のないよう計画的に取り組んでいます。
　ＬＥＤ化に積極的ではない町内会もあ
りますが、市がＬＥＤ化の初期投資と費
用対効果を十分に伝えきれていないこと
が大きな要因と考えています。ＬＥＤ灯
への交換費用は１灯当たり多くても一万
数千円です。この費用が町内会にとって
どれほど厳しい金額なのか、町内会によっ
て違うとは思いますが、何とかやりくり
できる範囲であると考えて制度をつくっ
ています。今まで取り組んでいなかった

町内会に対して具体的な数字をもって説
明をするなど効果を分かりやすく説明し
て切り替えを進めたいと考えます。

問 高齢化、人口減少が進み町内会な
ど地域の組織の維持が難しくなる

中で、高齢者の介護事業の担い手の確保
や組織化に向けた取り組みを伺う。
答弁 今後、少子化、人口減が進むことで
介護事業の担い手の確保はますます困難
になると予想されます。高齢者の保健事
業・介護予防についての第８期計画では、
介護人材のすそ野を拡大するために、中・
高校生なども含む若者への普及啓発や、
より多くの市民が介護の必要性を知る機
会を作るため介護未経験者が受講しやす
い入門的研修などを企画し、介護保険事
業所や社会福祉協議会、シルバー人材セ
ンターなどの関係機関と協議を行い、ニー
ズを見極めたうえで多様な人材参入の実
現に向けた施策や組織化を検討します。
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リモートによる審査方法を導入しましたリモートによる審査方法を導入しました

第１回定例会 個人質問から

　コロナ感染症拡大防止対策として３密を回避するため、第１予算審査特別委員会でメイン会
場と２つのサブ会場をパソコンで接続して行うリモート方式で会議を開催しました。（第２予
算審査特別委員会は少人数のため従来の対面方式で実施）

▼リモート会議画面　メイン会場①、委員長②、サブ会場③④
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